
告

示

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
五
号

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
県
議

会
定
例
会
を
平
成
二
十
二
年
九
月
十
六
日
福
島
市
に
招
集
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
(

総

務

課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
六
号

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

県
外
の
区
域
か
ら
物
品
の
移
入
を
禁
止
す
る
件(

平
成
二
十
二
年
福
島
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号)

二

県
外
の
区
域
か
ら
物
品
の
移
入
を
禁
止
す
る
件(

平
成
二
十
二
年
福
島
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号)

(

畜

産

課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
七
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

起
業
者
の
名
称

社
会
福
祉
法
人

心
愛
会

二

事
業
の
種
類

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
及
び
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所(

仮
称)

ハ
ー

モ
ニ
ー
猪
苗
代
施
設
整
備
事
業

三

収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
起
業
地

収
用
の
部
分

福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
字
城
南
地
内

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
及
び
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所(

仮
称)

ハ
ー

モ
ニ
ー
猪
苗
代
施
設
整
備
事
業(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
社
会
福
祉
法(

昭
和
二

十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
理
事
会
の
承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
福
島
県
内
に
お
い
て

複
数
の
同
種
施
設
の
運
営
実
績
が
あ
る
こ
と
及
び
猪
苗
代
町
に
お
い
て
本
件
事
業
に
係
る
補
助
金

の
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

猪
苗
代
町
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、
高
齢
化
率
が
三
十
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、

福
島
県
平
均
の
二
十
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
し
て
非
常
に
高
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
上

昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

本
件
事
業
は
、
猪
苗
代
町
の
第
五
次
猪
苗
代
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
四
次
猪
苗
代
町
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
既
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
を
除
い
た

地
域
に
お
い
て
、｢

通
い｣

を
中
心
と
し
て
、
随
時｢

訪
問｣

や｢

泊
ま
り｣

を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
及
び
認
知
症
高
齢
者
に
対

し
、
共
同
生
活
住
居
に
お
い
て
、
家
庭
的
な
環
境
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
下
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
福
島
県
議
会
定
例
会
を
招
集
す
る
件

五
〇
二

○
県
外
の
区
域
か
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物
品
の
移
入
を
禁
止

す
る
件
を
廃
止
す
る
件

五
〇
二

○
土
地
収
用
法
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し

た
件

五
〇
二

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

五
〇
三

公

告

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件
二
件

五
〇
四

正

誤

○
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
付
け
第
二

千
百
九
十
七
号
中

五
〇
四



一
般
国
道

一
二
一
号

路
線
名

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
桧
沢
山
国
有
林

喜
多
方
事
業
区
六
二
班
ほ

小
班
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
桧
沢
山
国
有
林

喜
多
方
事
業
区
六
二
班
ほ

小
班
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ｃ

一
〇
・
五
〜

一
八
三
・
〇

Ｆ

一
一
・
五
〜

二
八
九
・
〇

Ｃ

一
〇
・
五
〜

二
八
九
・
〇

Ｆ

一
一
・
五
〜

一
三
五
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

八
、
〇
八
〇
・
九

二
、
七
五
三
・
七

八
、
五
〇
〇
・
〇

二
、
三
三
四
・
六

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
高
齢
化
が
進
む
猪
苗
代
町
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知

症
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

失
わ
れ
る
利
益

起
業
者
が
任
意
で
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
起
業
地
内
に
お
い
て
、
希
少
動
植
物
で
あ
る
オ

オ
ア
カ
バ
ナ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
が
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課
の

指
導
に
基
づ
き
既
に
移
植
済
み
で
あ
る
。

ま
た
、
猪
苗
代
町
教
育
委
員
会
よ
り
、
起
業
地
は
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
は
な
い
と
の
意
見

を
得
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�

事
業
計
画
の
合
理
性

起
業
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
猪
苗
代
町
内
の
三
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
比
較
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
、
経
済
的
、
機
能
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
本
起
業
地
が
最
も
合
理

的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
施
設
の
配
置
や
構
造
等
に
つ
い
て
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
の
一�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
猪
苗
代
町
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、
高
齢
化
率
が

三
十
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
福
島
県
平
均
の
二
十
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
し
て
非
常
に

高
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
猪
苗
代
町
は
、
第
五
次
猪
苗
代
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
四
次

猪
苗
代
町
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
及
び
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
援
助
事
業
所
を
整
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
、
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
長
期
縦
覧
の
場
所

猪
苗
代
町
役
場
保
健
福
祉
課

(

土
木
総
務
課
用
地
室)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
二
年
九
月
三
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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公

告
字
熱
塩
字
桧
沢
山
国
有
林

喜
多
方
事
業
区
六
二
班
ほ

小
班
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
ま
で

Ｆ

一
一
・
五
〜

二
八
九
・
〇

二
、
七
五
三
・
七

四
四
五

ペ
ー
ジ

上 段

四
行

聴
取
し
た

正

述
べ
ら
れ
た

誤

(

道
路
計
画
課)

公
告
第
３
２
６
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
等
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と

お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定

め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と
い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島
県
財
務

規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
)
第
274条

の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
22年
９
月
３
日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

高
分
解
能
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
装
置
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
22年
８
月
６
日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
東
栄
科
学
産
業
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
富
沢
四
丁
目
８
番
29号

５
落
札
金
額

52,185,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
22年
６
月
25日

(入
札
用
度
課
)

公
告
第
３
２
７
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
等
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と

お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定

め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と
い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島
県
財
務

規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
)
第
274条

の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
22年
９
月
３
日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

凍
結
防
止
剤
散
布
車
(３
ｔ
級
)
３
台

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
22年
８
月
10日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｔ
Ｃ
Ｍ
販
売
株
式
会
社
大
阪
府
大
阪
市
西
区
京
町
堀
一
丁
目
15番
10号

５
落
札
金
額

46,620,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
22年
６
月
25日

(入
札
用
度
課
)

正

誤

○
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
付
け
第
二
千
百
九
十
七
号
中(

原
稿
誤
り)

平成22年９月３日 金曜日 福 島 県 報 第2212号504


